
令和5年度 障害者スポーツ推進プロジェクト
（障害者スポーツの実施環境に整備等に向けたモデル創出事業）

取組成果報告

（一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟）

取組テーマ：（（オ）複数の特別支援学校等が参加する全国大会の開催及び運営組織の設置等）



令和5年度 障害者スポーツ推進プロジェクト
（障害者スポーツの実施環境に整備等に向けたモデル創出事業）

取組成果報告

事業概要・事業の実施体制

【事業概要】
日本パラ陸上競技連盟（知的）は、ダウン症クラスの普及・発展を目的とし、2021年から「全国ダウン症アスリート記録会」を開催。この記録
会は、障害の有無にかかわらず誰もが参加できるよう、オンラインでも実施され、特別支援学校に案内を送るなどして広く周知された。その結
果、多くのエントリーを集め、参加者の増加や経費削減、地域での体験会実施などの成果を上げた。しかし、記録会の運営やオンライン版の見
直しなど、課題も浮かび上がった。本事業は、障害の種別や程度に関係なく、誰もがスポーツに参加できる機会を創出することを目指し、記録
会の開催やインクルーシブな大会運営のモデル化を推進している。

【事業の実施体制・スキーム】

職名（所属）役職

日本陸上競技連盟理事・日本パラ陸上競技連盟会長

日本パラ陸上競技連盟 常務理事

日本ダウン症協会理事

中国・四国バラ陸協副理事長

愛知パラ陸上競技協会

県障がい者スポーツ協会

株式会社セレスポ

国立大学法人宮崎大学医学部 看護学科

日本福祉大学

宮崎県立特別支援学校

宮崎マスターズ陸上競技協会 理事長

宮崎県パラスポーツ指導者協議会情報部会長

ダウン症アスリート対象
（公式）

100m・200m・ 
400m ・走幅跳
やり投・ 砲丸投
（オープン）

60m・ジャベリックスロー

宮崎県マスターズ陸上競
技協会と合同開催

小学生クラブチーム対抗戦
と同時開催

パラスポーツ指導員による
サポート提供

スポーツナースの連携

男女別、4障がい種

（チャレンジ）
種目: 100m～

1500m・砲丸投・
やり投・走幅跳

（体力テスト）
50m走・立幅跳・
ボール投げ

カテゴリー別記録ベ
スト10をHP公開
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当日の様子と選手の大会参加の確認事項

ダウン症アスリートのリーフレット（大会参加での確認事項）
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事業の成果と考察

【成果】 （ダウン症記録会及びオンライン記録会）で実施した大会へ参加した選手の地域数

【考察】

•3回目の大会で参加者増、ダウン症・オンライン記録会が成果

•日本ダウン症協会等の協力でスポーツ参加の環境改善

•宮崎県外での展開には都道府県陸上協会との連携必要 （体験会や陸上教室から記録会へ発展していく）

•47都道府県陸上競技協会アンケートで32件回答、障がい者陸上への理解あるが

選手側のルール理解や、運営側のハード面への課題も。

•基盤づくり（選手登録、ルール理解、環境整備）が開催に向け重要

•ダウン症アスリート参加の普及には事前教育と保護者・学校との連携が鍵

地域陸協の方々へ、障がい者陸上の審判講習会（対面・オンライン）の実施

全国特別支援学校オンライン記録会表彰式（オンライン）

・パラスポーツのさらなる普及を 日南市でダウン症のアスリートを対象にした陸上競技記録会が開催 ＭＲＴ宮崎放送https://newsdig.tbs.co.jp/articles/mrt/769329?display=1
・全国特別支援学校オンライン記録会・ダウン症記録会について｜全国特別支援学校長会公式サイト｜全特長 https://zentokucho.jp/japan-boccia/
・全国ダウン症アスリート陸上競技記録会・全国特別支援学校オンライン記録会(終了）| JPA日本パラ陸上競技連盟(パラ連盟)公式サイト https://para-ath.org/results/01-2/20231205-001-518

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/mrt/769329?display=1
https://zentokucho.jp/japan-boccia/
https://para-ath.org/results/01-2/20231205-001-518


令和5年度 障害者スポーツ推進プロジェクト
（障害者スポーツの実施環境に整備等に向けたモデル創出事業）

取組成果報告

次年度以降の計画

課題について 都道府県陸協との連携について

【事業継続】 記録会の地域拡大 自走に向けた予算案

【横展開に向けたポイント】

・ダウン症のある人のスポーツ参加機会を増やすためには何が必要だと思いますか。
※〇はいくつでも。（参加者アンケートより）

・今後知りたい陸上競技の情報は何ですか。 ※〇はいくつでも。

収 入 自走に向けて

2021年 2022年 2023年 2024年

科目 金 額 金 額 金 額 金 額

事業委託費 ¥2,849,687 ¥3,257,938 ¥2,781,664 ¥0 

宮崎県内協賛金収入 ¥351,500 ¥436,260  ¥425,000 ¥285,000 

入場料収入 ¥0 ¥0 ¥0 

参加料収入 ¥0 ¥0 ¥74,440 ¥75,000 
自己負担金（連盟負担） ¥0 ¥378,316 ¥90,000

合 計 ¥3,201,187 ¥4,072,514 ¥3,281,064 ¥450,000 

支 出

科目 金 額 金 額 金 額 金 額

人件費 ¥165,091 ¥849,970 ¥1,128,600 ￥0

諸謝金 ¥874,000 ¥774,000 ¥378,000 ¥215,000 

旅費（交通費） ¥850,390 ¥866,652 ¥489,756 ¥0 

旅費（宿泊費） ¥264,880 ¥104,500 ¥99,000 ¥0 

借料及び損料 ¥14,517 ¥14,517 ¥20,000 ¥0 

印刷製本費 ¥174,350 ¥206,800 ¥208,120 ¥53,000 

通信運搬費 ¥121,889 ¥19,090 ¥92,046 ¥0 

スポーツ用具費 ¥22,229 ¥17,718 ¥39,391 ¥20,000 

雑役務費 ¥29,480 ¥22,660 ¥317,367 ¥67,000 

保険料 ¥19,992 ¥18,228 ¥9,384 ¥15,000 

消耗品費 ¥183,500 ¥149,428 ¥84,030 ¥80,000 

雑役務費 ¥168,000 ¥129,800 ¥58,660 ¥0 

その他 ¥312,869 ¥899,151 ¥226,910 ¥0 

総計 ¥3,201,187 ¥4,072,514 ¥3,281,064 ¥450,000 

•他県での大会実施に先立ち、選手のルール理解・安全配慮のため
陸上教室が重要。

•宮崎県では15年前から障がい者向け「チャレンジアスリート記
録会」実施、ダウン症アスリートが高校総体に参加、10年の
基盤が全国大会スムーズ実施に貢献。

•他県ではルール共通理解と運営体制構築がキー。

•次年度は東京、静岡、愛知で陸上教室、
愛知・愛媛・福島でダウン症クラス大会実施予定。

•東京（世田谷）陸上教室＆ミニ記録会の実施。

・知的障がい者水泳連盟や知的障がい者卓球連盟等と研修会の共有
や、情報提供。
・全国特別支援学校校長会や、都道府県陸上競技協会との連携
・都道府県パラスポーツ協会への研修での講習会実施


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

